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競技成績に関与するホルモン状態の個人特性と適切な調整法

勝敗を分ける一流選手の心身状態とは？！

どんな研究
プロスポーツ選手は試合に勝つために心身の調整が必要です。しかし適切な状態は選手毎に異なる可能性があ
ります。本研究では競技成績に関与するホルモンの種類と適切な分泌量(ホルモン状態)が選手毎に異なること、
それに合わせた調整法を導入した事例を紹介します。

どこが凄い
国内最高峰のフォーミュラカーレースで活躍する選手が試合に臨む際のホルモン状態とパフォーマンスの関係
を、実際の大会で計測したデータから発見しました。また選手個人のホルモン特性に基づいた調整法を試合直
前に導入し、勝てるホルモン状態への誘導に成功しました。

めざす未来
プロスポーツ選手のように強いプレッシャー下でのパフォーマンスが求められる状況において、ホルモンの個
人特性に基づいた新しい心身状態の調整法の開発をめざします。これを実現することで、競技レベルの底上げ
やコーチング理論の向上につながることが期待されます。
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